
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

①①

②②

④④

③③

⑦⑦

⑥⑥
⑤⑤

⑧⑧
⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

洛中洛外図をめぐる

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

ゴール スタート

足利将軍家の邸宅(=幕府)で、「花の御所」とも称されました。最初は第
３代将軍足利義満によって造られましたが、上杉本洛中洛外図に描か
れている邸宅は第12代将軍足利義晴のものです。場所は現在の同志社
大学寒梅館周辺にあたり、大学の発掘調査により寒梅館の北東隅から、
建物の基礎と考えられる16世紀中頃の石敷遺構が発見され、公方館の
北東隅に描かれている鎮守社との関係が注目されています。

①公方様

公家の家格の最高位に位置する、近衛家の邸宅です。邸内に有
名な糸桜が描かれ、桜御所とも呼ばれました。場所は同志社大
学新町キャンパスにあたり、大学の発掘調査により、屋敷境
の塀跡や、高台部分に朱書で「景」と記された中国製青磁碗
が見つかり、近衛政家（永正２年（1505）没）の弟で、「景陽
軒」と呼ばれた人物との関係が考えられています。

②近衛殿

「応仁記」によれば、後伏見天皇の皇女進子内親王が
剃髪得度して本覚尼と称し、延文元年（1356）に
室町通一条北に創建したのに始まると言われま
す。現在の場所に移ったのは、応仁年間以後で、
おそらく上杉本に描かれた場所から現在も
変わっていません。なおこの場所は、鎌倉時
代の京の政治の中心となった「持明院御
所」がおかれたところでもあります。

③光照院殿

小川に架かっていた橋です。「百百ノ辻」は、応仁以前の京都
を描いたとされる「中昔京師地図」にみえることから、中世に
さかのぼる地名であることがわかります。また応仁の乱で、
細川勝元と山名宗全の軍がこの橋を隔てて交戦した逸話も
有名です。小川は昭和38年頃から埋め立てられ、橋も解体さ
れましたが、礎石の１基が現地に残されました。

⑥百々橋
現在、人形寺とも称されて親しまれている尼門跡寺院です。起源は鎌
倉時代に無外如大尼が五辻大宮に開創した景愛寺塔頭の福尼寺で、応
安年間(14世紀後半)に光厳天皇皇女の恵厳禅尼によって再興された
と言われます。足利義政夫人日野富子座像が安置されるなど足利氏と
関係が深く、室町時代を代表する尼寺のひとつとして栄えました。

⑤法鏡寺殿
室町幕府における将軍に次ぐ役職、管領を代々就任した細川宗家の邸
宅です。現在の上立売通の北で小川の東にあたります。今谷明氏によ
れば、この時の居主は細川晴元または細川氏綱のどちらかとされま
す。細川澄元の嫡子として阿波で生まれた晴元は三好元長と共に挙兵
し、前管領細川高国を敗死させ、細川惣領家家督となり、公式には天文
5年(1536)に入京して、この館で幕政を指揮したことになります。

⑦細川殿
上立売通の南で油小路通に沿った地区にあたります。
不審菴の前から報恩寺東門の石橋を通って流れてきた
小川は、上立売通で東に折れ、小川通を南下します。水
落の名は、その場所にあった落差に由来すると言われ
ますが、現在その面影はありません。地蔵尊をまつった
水落寺の門前には店が並び賑わっていたようです。

⑧水おちのぢざう(水落の地蔵)

小川通は、洛中洛外図の時代、京都最大の繁華街のひとつで
した。現在は暗渠化が進んで、その姿をほとんど見ることは
できませんが、一条通から現在の今出川通までの間には、百
万遍・革堂・誓願寺・浄福寺が甍をならべ、また川沿いにはさ
まざまな商店が軒を連ねていました。その様子は、あたかも
現在の新京極や寺町京極に対比されるようにも思えます。

⑩こかは(小川)

代々和歌・蹴鞠の師範を家業とした飛鳥井家の邸宅
です。前庭で四人の公卿が蹴鞠に興じているのが描
かれています。現在この地には白峯神宮が鎮座して
おり、スポーツの守護神とされています。

⑨あすかい殿(飛鳥井殿)

御所八幡町・築山北半町・
築山南半町(公方様)、近衛
殿表町・近衛殿北口町(近衛
殿)、飛鳥井町(飛鳥井殿)、
畠山町(畠山図子)、福長稲
荷、兼康、禅昌院、継孝院な
ど、上杉本に描かれた館や
寺社などにちなむ地名が、
各所に残っています。

現在に残る町名

京都市内の通りとしてはめずらしく、東西道でありながら少し斜
めに走っています。開通の時期は不明ですが、「拾芥抄」に「一条の
北に小路があり、武者ノ小路」とあって鎌倉時代に遡ることがわか
ります。この通の起点と終点が、烏丸通と小川通であることから、
かつて南北に流れていた今出川の支流が、西に折れて小川に流れ
ていた痕跡かとも思われますが、持明院大路の溝と同様な傾きで
あることから、鎌倉時代の新都市計画によって造られたとも考え
られます。

⑪武者小路

現在の寺之内通の北で妙顕
寺の西にあたります。典厩
家は足利将軍が参内・社参
するときの太刀持ち役の家
で、当主の官職名であった
右馬頭もしくは右馬助の唐
名です。細川庶流家の中で
最も有力な家とされ、中世
史の今谷明氏によれば、時
の主は細川澄賢または藤賢
とされます。細川惣領家と
非常に密接な関係にあっ
て、それを物語るように、館
は南接する細川殿と同じ築
地塀に囲まれています。

④典厩

米沢藩主上杉家に伝わった、国宝「上杉本洛中洛外図屏風」。豪華絢爛な金泥の合間には、京都とその郊外の風景、四季の風物や祭礼、様々な生業
や生活風俗、そしてそこに暮らす公家や武家から名もなき一般の庶民までの姿がいきいきと描かれ、戦国時代の京都を詳しく知ることができます。織
田信長が狩野永徳に描かせ、天正2年(1574)に上杉謙信に贈ったとされる、この洛中洛外図をたよりに、戦国時代の上京を歩いてみましょう。

洛中洛外図

スタート地点の最寄りの駅・・・「今出川」
地下鉄「今出川駅」下車，２番出入口から北へ徒歩１分

監修：鋤柄俊夫
(同志社大学文化情報学部教授)
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